(別添様式１)
平成２３年度９月補正予算　　　支出科目　款：労働費　項：労政費　目：雇用促進費
	事業名: パーソナル・サポート・モデル・プロジェクト事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　商工労働部　労働雇用課　雇用対策担当　電話番号：058-272-1111（内３１２５）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11367@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：－千円
（現計予算額：130,000千円　　　補正後予算額：130,000千円）

	要求内容


	１　要求の内容


平成２３年度当初予算において、パーソナル・サポーター等の人件費や運営事業などを委託する経費として業務委託費１１４，８９８千円を計上しているが、様々な課題　　　　を抱えた結果、精神疾患を患っている相談者が半数近くに上るなど、パーソナル・サポーターの負担が増しているため、パーソナル・サポーター１名を増員し、人員体制の強化を図りたい。
　また、相談・支援レベルの向上のためには、パーソナル・サポーターの育成・資質向上が不可欠であるため、内閣府主催の研修会に参加できるように、研修旅費の経費を増額する。

上記２つの必要経費について、既定の事業費の見直し等により、補正を行うものである。
	２　所要経費


　①パーソナル・サポート・モデルプロジェクト事業費
　　　3,256千円

　　　　　旅費　　416千円、　委託料　3,593千円　
消耗品費　△24千円、 光熱水費　△420千円

　　　　　修繕費　　△24千円、 役務費　△34千円
      　　使用料及び賃借料　△251 千円　

　②パーソナル・サポート・サービス・センター設置撤去工事事業費
　　　△3,256千円
　　　　工事請負費　　△3,256千円　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ　誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり

１　若者が力を発揮できる地域をつくる

ハローワーク、若者サポートステーションなど関係機関を有機的に機能させ、若年失業者やフリーター・ニートに対する就職支援を行う。
     市町村等と連携し、若者の自立支援の地域活動を展開し、ひきこもりやニート等の

早期発見・早期支援を推進する。
	２　これまでの取組状況


利用実績（平成２３年４月２６日～平成２３年６月３０日）
　１　利用者数　　 （単位：人）

	新規
	69

	再来者
	138

	合計
	207


　２　相談件数　　　　                          　　        （単位：件数）　　
	①就労（仕事につけない、適職が知りたいなど）
	146
	28.9%

	②医療・健康（精神疾患・発達障害・人格障害など）
	95
	18.8%

	③生活（入浴・食事、生い立ち、引きこもりなど）
	75
	14.8%

	④金銭（収入減、収入不安定・多重債務など）
	74
	14.6%

	⑤家族（家庭崩壊、虐待、暴力など）
	70
	13.8%

	⑥住居（喪失・立ち退きなど）
	34
	6.7%

	⑦労働（労働条件、パワハラなど）
	12
	2.4%

	合  計
	506
	100.0%


	３　これまでの取組に対する評価


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	130,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	130,000

	補正

要求額
	（節更正）

0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


